
ハンドボール競技人口の拡大をめざし…

質の高い救急搬送で救える命を確実に

被災地の子どもたちに夏の思い出を

西条産の旬の野菜をおいしく料理

子ども防災サミット・キャンプ 懸念される事態に備え地域防災力の強化を

「森はともだち」推進事業 防災研修

　救急搬送の質の向上
を目的にメディカルコ
ントロール症例検討会
が開催され、県内各地
の救急隊員や救急医療
機関の医師・看護師な
ど200人を超える関係
者が参加しました。
　さらなる知識や技能
の習得に燃える参加者
のまなざしは、真剣そ
のものでした。
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　ハンドボールの元日本代表で主将としても活躍した中川善雄先
生による体験教室には、約70人の子どもたちが参加。先生の分か
りやすい説明と丁寧な指導で、教室の最後にはミニゲームで熱戦
を展開していました。当市のハンドボール競技人口の増加と、そ
の中から日本を代表する選手が輩出されることを願っています。
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　「西条ベジ
（西条産のお
いしい野菜や
果物）」を、
もっと食べそ
の魅力をさら
に知ってもら
おうと、野菜
ソムリエと連
合婦人会によ
る交流料理教
室が開催され
ました。

　防災士資格をお持ちの皆さんを対象に、専門的知識のさらなる
習得と地域の防災リーダーとして活躍いただくため、防災士連絡
協議会総会・防災士フォローアップ研修会が開催されました。
　飯岡防災士協議会の戸田宣廣会長による事例発表の後、風水害
を想定した災害図上訓練などにも取り組みました。

　福島第二原発事故のため外で遊べない夏休みを送る福島県の子
どもたち20人を招き、８月９日からの４日間、大保木・壬生川の
両公民館でさまざまな体験活動にチャレンジしてもらいました。
　当市の子どもたちやボランティアの人たちも、すてきな夏の思
い出をづくりをお手伝いできればと大奮闘していました。

　８月８日には、市内各中学
校の代表31人が、平成16年の
台風災害で大きな被害を受け
た大保木公民館を訪れ、防災
講座の受講や防災伝言板の製
作などを行いました。

　７月26日の第１回子ども防災サ
ミットで参加動機や抱負などを発
表した市内全小学校の代表児童60
人が、続いて８月８日・９日に飯
岡小学校で行われた防災キャンプ
へ参加。平成16年の台風災害によ
る被災場所の見学やタウンウォッ
チング、初期消火や救急法などを
体験しました。当日は、東日本大
震災の被災地である気仙沼市の教
育委員会の方が訪れ、この取り組
みの状況を視察しました。
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防災に取り組む 地域のパワー 　～ 日ごろの備えが大きな力に ～　

　食材はいずれも当市で収穫された旬のものばかりで、少し手を
加えただけでもほとばしるほどのおいしさ。参加した皆さんは、
西条野菜のすばらしさを再認識していました。
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中央公民館で開催され
た防災サミット（上の２
点）と、飯岡小学校での
防災キャンプの様子

　小学校６年生に
向けた防災に関す
る取り組み「12歳
教育」をフォロー
アップするものと
して、中学校１年
生を対象に実施し
ている「森はとも
だち」推進事業。
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